
モーツァルトよ、今回はあなたが天国に召さ

れて１世紀ものちにアメリカで産声をあげた

ジャズという音楽とそのジャズにまつわる４０年

も昔のお話です。

あなたがこの時代に生きていたら、間違いな

く気のあった仲間と即興的なジャム・セッショ

ンで楽しんで演奏したであろうし、ジャズの歴

史も大きく変化していただろうことは想像に難

くない、そんな思いで語ります。

ある日突然一枚のＬＰレコードを目の前に差

し出されました。

「これを聴いてごらん」。

だれもがみせる他人に好いものを薦めるとき

のあの誇らしげな眼差しが見て取れました。

それは昭和４５年春、高卒後間もない私に勃発

した大
�

事
�

件
�

の始まりでした。

なぜか私の人生にはいつもこうした決定的な

道案内が登場してくるのです。

ＬＰを薦めたのは勤め始めて日も浅い秋田駅

前の喫茶店のマスター・Ｆ。

なんて響きのいい呼称だろうマスターなんて。その辺

にないぜ、内心「マスター！」と

呼ぶのも心地よい気分でした。

アルバムのタイトルは《WE GET REQUESTS》、

オスカー・ピーターソン全盛期の傑作の一枚。

二十歳の私の耳に初めてモダンジャズという

黒い音波が襲撃し、ビート（シュガービートでなく

拍子のビート）の種
�

が蒔かれた人生の瞬間でした。

オフ・ビートという名のついた甘くない代わ

りに、聴くとからだが自然に揺れるマカ不思議

な種。

何せ喫茶店には音楽（ＢＧＭ）がつきもので

すから、しばらくはこのオフ・ビートの種が詰

まったピーターソンのＬＰに針を落し続けたの

はいうまでもありません。

針を落す度にどうしようもなく引き込まれて

いくピュアな世界に浸り、このアルバムの持つ

中毒性に冒されるまであまり時間を要しなかっ

たと思います。

我が懐かしの喫茶店
あるいはウォルフガング・アマデウス・モ

�

ン
�

ク
�
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のちのち、元来コーヒーとジャズはすこぶる

相性がいいことがわかりました。

ペギー・リーの《ブラックコーヒー》があるくらいだ

し・・。まあ《酒
�

とバラの日々》というスタンダードも

ありますが・・。そうそう《酒とモツの日々》というサ

ビの効いたエッセーも。

どちらもはるか遠く赤道に近いところで生ま

れたし、色もブラック（こげ茶？）ですし、つま

り、私たちの日本にはもともとなかったもので

すから、余計に好奇心を刺激するものだったの

ですね。

中毒の前兆を意識したのは、ジャズ特有の歌

とリズムの自由な変化やアドリブなどのスリル

感が細菌のように体内に潜伏しはじめたからで

す。

聴くたびに自然にからだがリズムをとり、

ノッテいくのがわかりました。

しかも、一旦ノリだしたらなかなか停められ

ない、からだは停めても脳の奥では繰り返しの

オフ・ビートを容易に消すことができないので

す。

それからというもの、「ラウンド ミドナイ

ト」「バグズ グルーブ」「サマータイム」など、

さまざまなスタンダードが私を縛りつけ、正に

中毒患者よろしく秋田駅前のレコード屋に日参

してはモダンジャズに類したレコードを買い漁

る破目になりました。

余談ですが、２０歳から２５歳ころまでの５年間で約２５０枚

ほどのＬＰを買い込んでいました。当時のＬＰレコー

ドは２０００円以上していましたから、薄給の割には随分

集めていたことになります。セロニアス・モンク、マ

イルス・デイビス、Ｊ・コルトレーン、ＭＪＱ、ビル・

エバンス、ソニー・ロリンズ、エラ・フィッツジェラ

ルド、アニタ・オデイ、などなど数え切れない芸達者

たちに悩殺状態でした。

当時の喫茶店の勤務日数は月２６～２７日で、労

働時間も世間一般よりも不規則かつ長いもので

したが、音楽好きの私には毎日が愉しくて愉し

くて。

ひょっとして人使いの上手いマスター・Fは

「あいつを店に定着させるにはレコード一枚あ

れば充分」と踏んでいたのかしらん。

それはそうと、きっと喫茶店という業態に音

楽がお寺のお経のように付き物だったから私は

耐えられたし、むしろ願ってもない好い仕事に

ありついたとほくそ笑んでいました。

私にはこのようにジャズに救われた輝やける

青色の時代があったのです。

▽ ▽

その透明感につつまれた青色の輝きは同じよ

うにジャズの毒に冒されたラッキーな友人の登

場で決定的なものとなりました。

私の通った喫茶店は秋田駅前にありましたの

で、夜のアルバイトは近くの秋田大学の学生が

大半を占めていました。

その数人の学生のなかにモンクのような歌ご

ころがあり、ジョークが得意でニコニコと他人

を受け容れるＭくんという協和出身の二枚目が

おりました。

Ｍくんがアルバイトで店に来た頃はすでに完

璧なジャズ病のキャリアでしたが、仲間内では

知らず知らずのうちにリーダーとなる天性の才

能がありました。

Ｍくんとは２年ほど一緒にコーヒーをたてた

り、サービスをしては喫茶店を切り盛りしてい

たのですが、いよいよ彼が大学を卒業する時節

になった初春のもうひとつの大
�

事
�

件
�

は決して忘

れることができません。

そのころマスター・Ｆが喫茶店をチェーン展

開する話を持ち出してきて、優秀な人材が欲し

いということになったわけです。

そこで、若気の至り、私はＭくんに「これか

らも一緒にこの仕事をやらないか？あんたと

だったら愉しいだろうな・・」と持ちかけたの

です。

そしたら、Ｍくんいわく「田舎の親父を説得

してくれたら一緒に仕事してもいいけれ
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ど・・・」とのこと。

実は彼は小中学校の教員資格をとっており、

進む方向はほぼ確定していた状態でしたので、

郷里で校長先生している父上が将来性の怪しい

小さな喫茶店への就職に対して猛烈に反対する

ことは明明白白だったのです。

でも、ああ若気の至り、そんな事情を無視し

て、ある日二人そろってＭくんの協和の実家ま

で父上の説得のために車で出かけることになり

ました。

道すがら、得意のアドリブでああいわれたら、

こういおう、こういわれたら、ああいおう、な

どと車の中で綿密な作戦をたてながら、清水の

舞台となる協和の実家に向かいました。

世紀の舞台はすっかり整っておりました、あ

まりに完璧に。

驚いたことに先方は父上のほかにＭくんの叔

父さんも同席し、手ぐすね引いて私たちを待ち

構えていたのですから（きっと、こうきたらああい

おう、ああきたらこういおう、と作戦をたてていたにち

がいありません！）。

怖いもの知らずの２５歳の私は整然とした床の

間に通され、Ｍくんの父上に稀に見るＭくんの

能力の高さを強調し、店の将来性についても考

えを述べつつ、なんとしても入店をお許しくだ

さるよう立て板に水のごとく、弁舌の限りを尽

くして説得にあたりました。

その間、一言も口を割らないＭくん、じっと

下を向いたままです。

そして、徐々に私が形勢不利を感じはじめた

ころ、温厚なる眼差しの父上のしわがれた喉口

から、「息子を学校の先生にしたい。それが私

の昔からの希望なんです。どうかご理解くださ

い。」と切々と訴えられたのです。

依然として沈黙のままのＭくんを前に、私は

己れの非力さと無理解を恥じながら、次第にこ

の熱い父上の想いに同調したい気分になって

いったのでした。

「・・・お父さん、よくわかりました。・・

Ｍくんこれでいいのかい？」。

ややしばらくあってＭくんが「はい、加藤さ

ん。・・すみませんでした」と、むせぶように、

眼にかすかに光るものを見せながらの返事でし

た。

帰りの車のなか、複雑な敗北感を消せないま

ま私はこの顛末を単なる若気の至りというだけ

で終わらせることができないことに気づきまし

た。

そこには私の偏狭で思い上がったこころが、

Ｍくんと父上に対して、もしかしたらとんでも

ないご迷惑をおかけしてしまったのではないか

�という疑念に囚われ、しばし強烈な自己嫌悪
に打ちのめされたからです。

しかし、そんな疑念を晴らすかのようなその

後のＭくんの私へのいつもと変わらぬ自然な関

わり方に複雑な思いをいだきつつも、「あれで

良かったんだ」という奇妙な達成感のような感

慨を次第にいだくことができたのです。

それは小さな喫茶店で共に働き、ジャズを通

して深まった友情のもつあわいとも言えるもの

でした。

その後のＭくんは父上の描く理想をきちんと

体現し、教育者として多方面で活躍し、県南の

伝統ある小学校の校長となって近年勇退された

ところです。

すんでのところで、私のせいで秋田県は一人

のハートフルで飛び切り優れた教育者を失うと

ころだったという際どい話ではあります。

▽ ▽

モーツァルトよ、後年あなたの作品に再
�

会
�

し
�

て
�

きづいたことがあります。

あなたは主にピアノ作品ですがたくさんの

《変奏曲》を残していますね。

サリエリなど同時代の作曲家の作品や民謡な

どから素材をピックアップし、あなたが再生さ

せた２０曲をこえる変奏曲はジャズのもつアドリ
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ブによる変奏や曲の発展を連想させるものです。

私にはあのトルコマーチの第一楽章の１３分にも

及ぶ変奏もジ
�

ャ
�

ズ
�

の
�

ハ
�

シ
�

リ
�

に聞こえることがあ

ります（やはりどう聴いてもＫ３３１は抜きん出た傑作で

すね）。

たとえば、モーツァルト弾きのＦ・グルダが

ジャズでも一流のピアニストであったことを想

いだしたり、古くはベニー・グドマンというス

ウィングの王様であなたの協奏曲の名盤を残し

たクラリネット奏者もおりましたし・・・。

そう、私にはあなたがジャズを先取りしてい

たようにすら思えるのです。

モダンジャズはスタンダードなどの元歌を担

保しながら、リズムや旋律を予想だにしない変

化発展を得意とし、さらに様々な楽器が交互に

織り成すことで一回限りのスリリングな演奏を

体現できる至高の芸術といえるでしょう。

とりわけ、今年が没後３０年のアニバーサリー

にあたる、ビー・バップを生み出した革新の旗

手セロニアス・モンクのピアノ奏法はその後の

モダンジャズの歩みに多大な影響を与えたので

すが、私がウォルフガング・アマデウス・モ
�

ン
�

ク
�

と名づけたくなる所以です（モンクあります？）。

優れた曲作りと演奏の革新性、リラクゼー

ションと軽妙感、自由な解放感、音楽の間
�

への

こだわり、お洒落感覚、ジョークを好む遊び心

と強い共感志向、そして生涯現役のピアニスト

という具合に、あなたとモンクにはこんなにも

たくさんの共通性があるのですから。

モーツァルトよ、こうしてわが懐かしの喫茶

店、輝ける青色の時代の純喫茶《エルザ》の思

い出は今も私の深いところで息づいているので

す。

我が畏友Ｍくんはじめ多くの一緒に汗した仲

間たちと共に。

end

華麗・沈痛・幽遠・典雅 とても難解な表現

で語られ論じられる演奏家や作曲家、こうした

歴史上の人物の中で、時に際だって輝き続ける

著名人「Ｗ．Ａ．モーツアルト」に関して、私

が記憶する僅かな秘話を語ります。

「３５年の生涯」誰しもが「短すぎるー！」と。

１７８１年、モーツアルトのオーストリア・ウィー

ン生活がスタート� 現在の常識で言えば、後

４０～５０年くらいは長生きして？と思う訳で、そ

れがわずか後１０年余りで人生エンディングと

は・・・？神のみぞ知る余りにも酷い悪魔の悪

戯ではなかったでしょうか・・・�（結果）
モーツアルトの生き様は見事と言うべきか、

すさまじいと言うべきか、仮にも自分自身に焦

る気持ちがあったとしても、冷静にコントロー

ルして、自分の音楽作品を待ちこがれている聴

衆に盛大にお答えする笑顔を忘れていませんで

した。作曲家として、演奏家として可能な限り

を尽くし過ごし行く日々の生活でした。

それでは時を戻します。１７６１～６２年頃の父親

変ホ長調（ハ短調）のメッセージ

会員番号 Ｋ．１ 北 嶋 智 仁

モ ォ ツ ァ ル ト 広 場

－４－



レオポルドは俗に言う「教育パパ」、弦楽器奏

法やヴァイオリンメソード等を発刊・出版、息

子達にはクラヴィーア（ハンマークラヴィー

ア）から和声法、対位法理論、鍵盤理論まで指

導しました。

ところがモーツアルト本人は理屈よりも感

性・実践派か、Ｋｖ．１ｆ「メヌエットハ長調」

「嘘も方便と・・・？」教育パパは策をあれこ

れ・・・。思惑通り事は運びパパは大満足ハッ

ピーサプライズ�、一方、ママ・お姉ちゃん・
本人は疲労困憊ベリータイヤード。

モーツアルト一家は幌馬車生活を余儀なくさ

れてきますと、天は二才（二物）を与えてくれ

るでしょうか？この後各地を演奏旅行して、帰

郷する度にモーツアルトは体調を崩すようにな

るのです。「人間ドックにでも入って精密検査

をやれば・・・？」

そんな心配もさておき、１７６３年６月モーツア

ルト家ではいつものように一家挙げての西ヨー

ロッパ各地演奏・表敬訪問に旅立ちます。ミュ

ンヘン、バイエルン、フランクフルト、ブ

リュッセル、パリそしてドーバー海峡を渡りロ

ンドン迄行きました。１７６４年には大バッハの息

子クリスチャン・バッハに面会して親交を深め

ます。

ここでモーツアルトは交響曲第１番変ホ長調

Ｋ．１６「ロンドン練習帳より」という可愛いサ

ブタイトル付を披露、絶賛を博します。この時

の「変ホ長調」は爽快感の様な深い意味を現す

調性設定ではなく９歳児の遊び心から出た「真

似っ子変ホ長調」でしたが、出来栄えは見事な

ものだったようです。

息子の健康に不安を感じながらも才能を喜ぶ

レオポルド�
何と申しましてもレオポルド先生はヴァイオ

リンの師匠ですから息子もそれなりの立場は心

得、父親へ感謝の意を表す作品を書きます。

モーツアルト１９歳（１７７５年）取り急ぎ協奏曲

５曲を発表、「ザルツブルグ協奏曲」と呼ばれ、

現在ではヴァイオリン就学者の必修コンチェル

ト作品であり、数々の演奏会に取り上げられる

瑞々しい光り輝く青春モーツアルトが偲ばれる

名曲と言われております。

ヴァイオリン協奏曲

第３番ト長調Ｋ．２１６

ヴァイオリン協奏曲 青春三部作 別称

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第４番ニ長調Ｋ．２１８ 「シュトラスブルク協奏曲集」

ヴァイオリン協奏曲

第５番イ長調Ｋ．２１９
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その約１００年後、ヴァイオリンの名手ヨーゼ

フ・ヨアヒムは、モーツアルトのヴァイオリン

協奏曲に感動し着目、自作のカデンツを作曲し

て、その自筆のスケッチを御霊に御供えし、本

人の承諾を求めるかのように「これで如何です

か・・？」風なこと、ユーモラスに問い質した

とか・・？」信じられないような面白いエピ

ソードがありました。

「幌馬車の旅」相も変わらず、マンハイムか

らパリへ出掛けて、気晴らしも含めて、新たな

作品を残して帰ってきます。いつしかモーツア

ルトはウィーンの街にすっかり馴染んでしまい

ます。

居心地が良いと感じたのでしょう・・。そん

な浪癖三昧にコロレド大司教は怒り激情！爆発

�。ルンルン気分のモーツアルトは「ア、ウソ
～、ナニ！」、こちらはこちらで不満炸裂。

そして自答する「僕は篭の中の鳥になっては

いけないのだ～～～�」
大司教はモーツアルトの契約を破棄、クビ、

ここでモーツアルトはサラリーマンからフリー

ターになります。本当の苦しみはここから！

こういう時、ほとんどのご家庭の両親は結構

心配するものです。モーツアルト一家も例外に

洩れず、レオポルド・パパが大司教に詫びを入

れたりいろいろしますが、如何せん本人既に２５

歳です。立派な大人でしたね。ここから先は自

分で・・・。

＜ここでティータイム＞

モーツアルトの作品中、ザルツブルグ後半

（マンハイム・パリ・ウィーン往復）時代のコ

ンサート用プログラムから

Ａプログラム ディヴェルティメント

ディベルティメント第１５番変ロ長調

（１７７６年）Ｋ．２８７

ディベルティメント第１６番変ホ長調

（１７７７年）Ｋ．２８９

ディベルティメント第１７番ニ長調

（１７７９年）Ｋ．３３４

流行り廃りはいつの時代も同じですな～。

ディヴェルティメントに飽き（秋？）が来れば、

次はセレナーデへ

Ｂプログラム セレナーデ

セレナーデ第９番ニ長調

（１７７９年）ポストホルン Ｋ．３２０

セレナーデ第１０番変ロ長調

（１７８１年）大組曲 Ｋ．３６１

セレナーデ第１１番変ホ長調

（１７８１年） Ｋ．３７５

セレナーデ第１２番ハ短調

（１７８２年）ナハトムジーク Ｋ．３８８

（後に弦バージョンＫ．４０６に改編）

セレナーデ第１３番ト長調 （１７８７年）

アイネ・クライネ・ナハトムジーク Ｋ．５２５

セレナーデの時代もいつまでも・・・という

訳にはいかず、この流れの続きは協奏曲、そし

て以前からの交響曲がありました。

普通人の５倍～１０倍の仕事をし、身を粉にし、

稼ぎまくり、疲労困憊の日々を重ね、交響曲、

ピアノ協奏曲、協奏交響曲そして弦楽四重奏・

五重奏・演奏会用歌曲等々、何と言っても数々

の歌劇（オペラ）・宗教曲（ミサ曲を含む）の

傑作が生まれました。そして私が注目した作品

は交響曲とピアノ協奏曲で、１７８０年以降に作曲

されたものです。

交響曲雑観

交響曲第３３番変ロ長調B-dur Ｋ．３１９

楽しく、明るく、ユーモラスな作品として書

き上げたけれども、内情は非常に苦渋の灯で、

大司教とスッタモンダの戦闘開始でしたね。

交響曲第３８番ニ長調D-duｒプラハＫ．５０４（全

３楽章）フランスモデル（メヌエット略）
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ハフナー以来の序奏付作品

対位法（ポリフォニー）三声部＋通奏低音を

持つバロック形式に独自の和声法を加えて完成

した画期的作品となる。＜古典派様式の確立＞

交響曲第３９番変ホ長調 Es-dur Ｋ．５４３（全４

楽章）

三大シンフォニーの一品！ オーボエを外し

クラリネットだけにしたのは訳あり！という説

あり。（ミステリアス）クラリネットはモーツ

アルトの本音で語る自分の気持ち（私的仮説）

交響曲第２５番ト短調 g-moll Ｋ．１８３（全４楽

章）

緊張感と悲痛感をガッツリ表現し、４本のホ

ルンで柔和な穏やかさをかもし出しながら第２

楽章を通過、第３楽章は交響曲４０番への序曲か

な。

交響曲第４０番ト短調 g-moll Ｋ．５５０（全４楽

章）

弦楽合奏と管楽アンサンブルの基礎力テスト

の楽章ですか？。弦楽器奏法または木管イメー

ジトレーニングを間違えるとベートーヴェン、

メンデルスゾーン、はたまたブラームスに変身

してしまうとことあり�。
交響曲第４１番ハ長調C-dur ジュピターＫ．５５１

（全４楽章）

ジュピター＝「かっこいい人」という意味の

愛称だって本当ですか・・・？

モーツアルト最後のシンフォニーにしては、

ちょいと物足りなくないですかねえ。

ピアノ協奏曲のメッセージとは？

ピアノ協奏曲第９番変ホ長調 Es-dur Ｋ．２７１

「ジュノム」

青春期の代表作、カデンツも自作、２１歳の情

熱的力作である。第１楽章冒頭からのオーケス

トラとピアノの掛け合いが特徴的。第２楽章ハ

短調の悲歌が美しい。第３楽章ロンド・プレス

ト中間部のメヌエットがおフランス。

ピアノ協奏曲第１４番変ホ長調 Es-dur Ｋ．４４９

弟子の練習用に作曲したと？、内容はかなり

充実感あり、第３楽章のテンポの遅いメノ・

モッソから速いピウ・モッソへの変化等は非常

に自然なエンディングへの盛り上がりで、珍し

い演出である。

ピアノ協奏曲第２０番ニ短調 d-moll Ｋ．４６６

ベートーヴェンがこの作品のカデンツを作曲

したことは名高い。父レオポルドへの最後の親

孝行の機会となってしまった。

ピアノ協奏曲第２２番変ホ長調 Es-dur Ｋ．４８２

全体的シンフォニックと言える作風で２楽章

ハ短調４分の３拍子はやがて第２４番に向かって

行くのかな・・・？

３楽章８分の６拍子の歯切れの良いリズムは、

いつものモーツアルトの表情をうかがわせる。

ピアノ協奏曲第２３番イ長調A-dur Ｋ．４８８

知名度・人気度共にピアノ協奏曲ではダント

ツ！ 第２楽章アダージョは短調となって、短

いながらもモーツアルトの苦悩が滲み出る。

ピアノ協奏曲第２４番ハ短調 c-moll Ｋ．４９１

オペラ「フィガロの結婚」の２０日程前に出来

て初演された作品。音楽の内容の違いすぎる種

類の作品を同時進行で書き上げるモーツアルト
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の心情は計り知れない。第１楽章 第２テーマ

のクラリネットとピアノの爽快なかけあいを再

現、第２楽章変ホ長調 穏やかな挽歌、第３楽

章ハ短調 軽妙にして威厳に満ちた変奏が見事

です。

ピアノ協奏曲第２７番変ロ長調B-dur Ｋ．５９５

「告別の作」と言われ、天国に旅立つ作品と

して高く評価されているようです。自分自身を

慰める為に直に書けた作品として、多くの著名

人に評価されています。

音楽大学最初の夏、オーケストラの合宿練習

がありました。ヴァイオリンを持つ私の前には

アヴェ・ヴェルム・コルプスの譜面、弾こうと

したところで教官は「配布された音譜より半音

高く変ホ長調にして、透明で真っ直ぐな音で演

奏しなさい。」と命じた。私は金縛りにあっ

た・・・・。

ご承知の通り弦楽器は＃が得意、♭は苦手、

アヴェ・ヴェルム・コルプスはニ長調、音階の

２箇所を＃で演奏するのがオリジナル。ところ

が、半音上げて変ホ長調になると、７音中３箇

所を♭で、運指も異なる。当然ながら私達は困

難に直面、怖々の挑戦ということになりました。

学生達の苦労は報われ、恐怖の「半音移動作

業」も無事落着、この「半音違い」が、音楽を

劇的に変えたのです。夏山の緑が秋には一斉に

紅葉するが如くアヴェ・ヴェルム・コルプスが

変容、私達は驚きと感動に浸りました。（専門

用語を除いて解説してみました。）

「変ホ長調は何を語るか」世間並みに言うク

ラシックでは「調性」という表現は避けられま

せん。○○長調、××短調と言うと、瞬時にそ

の調性感から何ものかその曲をイメージするの

です。バロック～近現代音楽まで、その役割は

結構重要な意味を持ちます。

モーツアルト一家の懐かしい思い出の歴史

この作曲家は天才と言われております。けれ

ども鬼才とか異才とか言えば皮肉っぽく聞こえ

るから無難に「天才」と人々は評価してきまし

た。

普通の一人の男性作曲家は無難な人生を選択

せず、メチャメチャ苦渋の日々を「笑いと涙」

で、敢えてホールで、しかもステージの表・裏

を往来し、一生を乱暴に過ごしました。女に友

人に金に人生に降られ振られフラれて３５年の生

涯でした。

残したのは「賛歌と悲歌の譜面（７００曲の魂

の財産）」！、懸命に整理して下さった方は

ケッヘルさんでした。

さて、その中に隠されている「変ホ長調の

メッセージ」とは、

モーツアルトが自分の懐かしい思い出、父、

母、姉そして墓地に眠る一家の皆様の御霊への

感謝、自分自身の誇りと尊厳、敬虔な神への讃

美と感謝の祈り、これら全てを変ホ長調（賛

歌）とハ短調（悲歌）のメセージとして語りま

した。

ちなみに、私の好きな変ホ長調はＫ．３８０ヴァ

イオリンとクラヴィーアのためのデュオソナタ

です。
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２００９年６月２７日午後２時３０分――、彌高神社

に隣接するフレンチ・レストラン千秋亭は「光

林」の扉をモテト『アヴェ・ヴェルム・コルプ

ス』が開いた。伴侶となった美奈子の友人・袴

田美樹子さんによる弾き語りの独唱に誘われて

私は門出の一歩を踏む。

結婚披露宴中の挿入曲で唯一希望した６１８番

目のモーツァルト作品は満座を優しく厳かな雰

囲気で包み込んだ。

私の記憶が確かであれば冒頭場面の数時間前

に当会代表の加藤明氏と初めてお会いしている。

その人は窓外の眺めを借景として広間に立ち、

晴れの日の序奏に相応しいモチーフでモーツァ

ルト讃を詠じられた。当時は和泉姓であった

ウェディング・プランナーの小野秋子さんから

「モォツァルト広場」について前触れらしき説

明をされたことに思い当たる。紳士のＫ会員番

号なるものが新郎新婦の入場曲を指定する

“６１８”であったという奇遇がご縁を今日まで

に繋げてくれた。

私は部下の教育に熱心な飄然たる物腰の“加

藤常務”を強く印象に留め、直筆の入会案内を

拝受すると加入を即決したのだが、一身上の都

合から以後の無音を余儀なくしてしまう。

◆

挙式から一年が経つ頃、私はある出来事を加

藤代表に報告した。第一子・恭禎（ゆきさだ）

の誕生である。

私事の上申を憚らなかったのは産声が響いた

深更の６月１８日という運命的なカウントの所為

だ。（同日の加藤代表は受け持ちの番号に因む

記念儀式を執り行っている。※会報第２５号参

照）またしてもの奇遇によって２０１０年７月のサ

マー・コンサートが再会の舞台となった。

開演の挨拶を中断して祝辞と真紅のバラを

贈ってくださった加藤代表の心遣いは忘れられ

ない。嗜好を同じくして集う方々の拍手に胸が

詰まった。

慶事の陰に失意の日々をあざなった私は、

〈豊かさの糧として養うべきは何であるか―

―〉、夢心地の中で浮かんだ問いに考え込んだ。

「モォツァルト広場」漂着は振り返るほどに

必然の航路であったかのようだ。生得の感傷に

努めて現実的な見方を課してはいるものの事象

の確率を無視した振る舞いについ不思議の介在

を憶測してしまう。没後２００年以上の後世に

モーツァルトが仕掛けた悪戯のように思えて仕

様がないのだ。

◆

インターネット検索によると私がＷ．Ａ．

モーツァルトという作曲家を意識した端緒は

１９８６年８月２４日であるらしい。『ピアノ協奏曲

第２３番』の第２楽章を挿入した手塚治虫監督の

アニメーション番組がテレビ放送されている。

小学生だった私が曖昧な印象より持ち得ない

“偉人”の佇まいに図らずも触った瞬間だ。

そして、“第二の接近”がもたらされる。

モーツァルトの表現世界を観光的に一周した

時分、遠慮がちだったはずの小品が私の耳元で

囁いた。曰く形容し難い突然の陶酔である。前

出の『アヴェ・ヴェルム・コルプス』にモー

ツァルトの音楽を構成する量子のようなエッセ

入会からを振り返って

会員番号 Ｋ．４２７ 鎌 田 展 禎
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ンスを垣間見た（つもりになった）のだ。

私は貧弱な教養を棚に上げて『Ｋ６１８』こそ

が如何にも正しく“モーツァルト”であると断

定した。同曲をこの上なく慈しむ加藤代表との

対面が未来に伏線されたのである。

私にとって幸運な一致だった。

加藤代表と私にはもう一つの類似点がある。

その実態はさて置き、私もまた“代表”なのだ。

所属団体の名称「茄子地人協会（なすちじん

きょうかい）」は宮澤賢治が農業指導者となっ

て設立した「羅須地人協会（らすちじんきょう

かい）」にあやかっている。異能・異色の人材

を擁すると誇って差し支えなく、結成翌年の日

本青年団協議会主催「全国地域青年実践大賞」

に推薦応募されて大賞を受賞した。

組織運営におけるタクトの妙技を“加藤盤”

に捜し当てた私はマエストロの新天地（潟上

市）を学府とするのだ。

◆

加藤代表の言葉は腹に座る。温みを持った実

感が私の中に入ってくる。

先方で半生の蹉跌を隠蔽しないものだから、

当方は示唆が苦薬であろうと飲み下すほかない。

年輪の断層を開けっ広げにした薫陶は時に官能

的ですらある。

加藤代表はきっといつだって内なるものの発

露を躊躇わなかったに違いない。そうしてきた

人の吹っ切れた潔さが滲み出るのだ。その透き

通った精神がモーツァルトの音楽に共鳴するの

だろう。

モーツァルトと彼の霊感を感受する人とは何

処か心の一隅を重ね合わせている。私が『ア

ヴェ・ヴェルム・コルプス』から漏れ聴いた神

髄もおそらくは源泉を同じ深奥とするものだ。

私は未だモーツァルトと繁く会話を交わし得る

境地に到っていない。彼と一つ宇宙観を棲み家

として息遣いまで汲み取る加藤代表に憧憬と羨

望の念を蠢かされる。

諸行無常・諸法無我――。私は東洋人らしく

ブッディズムの真理に縋って両人の高みを推し

量ってみるのだが、モーツァルトが全身全霊を

捧げた創造主の啓示とも大同の範囲であろうと

察する。映画『アマデウス』のモーツァルトは

稚気愛すべき奔放な若者として登場するが、彼

の書簡は我執からもまた自由な恬淡たる素顔を

偲ばせるのだから・・・。

モーツァルトの調べが際立った瑞々しさを湛

えるのは彼の眼差しが捉える“生命”を精緻に

投影された故かもしれない。

モーツァルティアンがしばしば口にする通り、

モーツァルトの音楽に普遍性が宿るのならば、

作品を媒体にした人と人との邂逅も繰り返され

る風景である。モーツァルトを無二の心友に欲

する資質（ソウル）は悠久の中に自己を位置付

けさせることだろう。

〈同時代に居合わせた先達と後進の一期一会

である――〉、何とはなしにふと覚らせる加藤

代表もまた時空を旅する人である。無尽蔵の親

切は所有を知らない人からの“預かり物”だと

気付いて腑に落ちた。加藤代表のマエストロは

誰だったのか・・・。私は年を取ることの楽し

みを見付けた。

◆

私は「モォツァルト広場」を単に音楽愛好団

体とは受け取っていない。加藤代表が精魂を込

めて拵えた善意の連鎖する磁場であり、宮澤賢

治における「イーハトーブ」でもあろうかと自

分なりに解釈するのだ。

末席に連なって僅かの間にも有形無形の恩恵
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に与かること甚大であった私は当会の稀有な

“有り様”の証人である。

今年、私は長さにおいてモーツァルトの一生

を越えた。モーツァルトが早過ぎる晩年に達し

た円熟の季節を自らの行く手に迎える用意だけ

は心掛けようと思う。

加藤代表の編成による当会であるから召集さ

れた紳士淑女はどんなにか魅力的なことであろ

う。綺羅星の如き光彩の個性群から、音楽と人

生の機微を、世界の豊潤を感じ取りたい。これ

から当会を賑わすであろう多くの朋友と謀って

その僥倖を待ち構える所存である。

あの人の無邪気な吸収を範にして――。

最後に拙稿を所望してくださった加藤代表に

改めてお礼を申し上げたい。入会からの三年と

月日を共有した大切な一人一人に思いを致す内

省の機会を頂戴した。

櫻庭優佳さん・吉田妃呂子さん・大谷祥子さ

んの出演を実現させていただき、やはり『ア

ヴェ・ヴェルム・コルプス』を以て幕開けとし

た「丘の上の音楽祭／モォツァルト広場ｉｎ雄

和」について等、書き進めたい事柄は尽きない

が、またの折を待つか、我が「茄子地人協会」

の前衛的な作家諸君に筆を譲ることにさせてい

ただく。

音楽と「愛」は密接な関係、と感じます。男

女の愛（無数にあり！）、夫婦の愛（愛の挨

拶・・等）、親子の愛（ロンドンデリーの

歌・・等）、自然への愛（五月の歌・・等）、郷

土愛（秋田県民歌・・等）人類愛（第九交響

曲・・等）「愛」を普遍的なものと捉えるなら、

「愛」こそが音楽のベースになっている様な気

がします。そうそう戦争の時の祖国愛の曲

（ラ・マルセイエーズ、多くのロシア民謡・・

等）というのもありました。

政治では「友愛」で失脚した総理がいました

が、その後の迷走から最近は近隣諸国への旅行

が、どうにも恐ろしくなってきました。今、「主

権」だ「領土」だと声高に唱える人が支持を集

めています。でも、振り返ると豊臣秀吉の朝鮮

征伐や、日清、日露戦争など、昔から他国を侵

略してきたのは一方的に日本でした。「日本固

有の領土」についても、ポツダム宣言を受け調

印した９月２日を正式な終戦日と規定し戦勝国

の言い分、あるいは講和条約の調印と発効の間

隙などを一顧すれば、千島も尖閣も竹島もその

扱いは変わってきます。理不尽な言いがかりも

多々ありますが、立場と都合で解釈はどのよう

にも変わるのです。先日ＴＶで若い日本人が、

「二世代も前のこと～日中戦争のこと～をとや

かく言われては未来は築けない！」と憤慨して

いましたが、それは独りよがりではないか？と

思います。遺産に、正（財産）と負（借金）が

あるように、歴史にも正（誇り）と負（過ち）

があり、その両方を客観的に検証し、独善的に

ならぬよう対処してゆくのが民主政治なので

しょう。戦後処理の曖昧さが今吹き出しつつあ

ると思います。いや、これ以上は支障があるの

で別室で論議するとしましょう。ゆっくりお酒

で和みながら・・・。

クラシック音楽は歴史を大切にする文化です。

酒とモツの日々（２９）
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以前は、本場物といって外国の演奏を偶像視し

た頃がありましたが、今は演奏家の国籍を云々

する時代ではありません。それは、その音楽が

生まれてきた伝統、背景をきちんと学び、共感

し受け入れることが作品の歴史に正しく向き合

う態度だということが浸透してきたからでしょ

う。「ジョニ黒」という、以前は手が出なかっ

たウィスキーが庶民にも愛飲されるようになり、

ジョニ黒もこんなものか、と思っていたら、先

日「ジョニ緑」なる上級品を舐め、驚き恐れ

入った次第。これこそスコッチウィスキーの伝

統なのでしょう。歴史を検証し、製法を尊び、

時代を受け入れ、腕を磨く・・。そこに次代に

続く歴史の輝きがあるのだと思いました。

こんな極東の片田舎で、モーツァルトを愛聴

する人たちがいる。ウィーンの歴史からも風習

からも遠く離れ、３００年近い時を隔て、全てか

ら一番離れた僻地に、なぜモーツァルトの音楽

が鳴り響いているのでしょう。それは、ひょっ

として「こうあらねばならぬ」の独善的・排他

的文化ではなく、ただ一つ「人生を愛そう」と

いう生き方への姿勢が、時空を越えて彼の音楽

のなかに脈打っているからではないでしょうか。

「プラハの春」で進駐軍の銃口に花をさす女

性の写真が世界を泣かせたことがありました。

収容所に流れる「もう飛ぶまいぞ、この蝶々」

に涙を誘われる映画がありました。「僕の身体

は養分になってロシアの穀物を育てるだろう」

と哀しく微笑んで東部戦線に散ったピアノ好き

なドイツ兵のお話がありました。悲惨な戦時で

もこんな場面に寄り添ってくれるのはモーツァ

ルトの音楽、しかし暴徒やテロ、冷血な覇権主

義に最も異を唱えるものこそがモーツァルトの

精神でしょう。モーツァルトのベースにある

「愛」、それはきっと「人生への愛」なのだと

思います。

２０１２年も間もなく終わりをむかえます。

皆さまにとってどのような１年でありまし

たでしょうか。私個人では母校でもありま

す秋田南高校が創立５０周年を迎え、盛大に

式典を開催でき、また同吹奏楽部も全国各

地で活躍するＯＢ・ＯＧをむかえ５０周年記

念演奏会を開催できたこと、そしてたくさ

んのお客さまにご来場いただき、喜んでい

ただけたことが一番の思い出です。

来る２０１３年は秋田ディスティネーション

キャンペーンが行われ、全国各地から観光

に訪れる方が多くなると思われます。我々

秋田県民もおもてなしの心をもって秋田を

積極的にＰＲしてゆきましょう。

年末に向け忙しい毎日が続くと思います。

皆さまどうぞお体にはご自愛下さい。

（Ｋ５７５）

モォツァルト広場ではいつでも会員を募っております（Ｈ２３年１２月現在１０８名）

入会金：￥２，０００ 年会費：￥３，０００（諸会費、別途）

お問い合わせ……〒０１０－０９５４ 秋田市山王沼田町１０－１１－２０３ 加藤 携帯電話０９０（７９３９）４０５８

又は 本田（事務局）０８０（１６７３）８３２２

事事 務 局局 よ りり
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